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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

北山保育所園児と新茶手摘み☀　　八女農業高等学校

　４月２８日（金）に、立花町北山保育所園児と職員、１３名が本校
北山農場お茶園を訪問されました。本校生産技術科３年茶業専攻生９
名が園児のみなさんと一緒に新芽を手摘みしました。専攻生も園児の
みなさんもはじめは緊張していましたが、だんだんとうち解けて、交
流を深めてくれました。園児のみなさんにとって、かけがえのないす
ばらしい体験になったと思います。また、専攻生にとっても高校生活
の思い出深い体験になりました。
　生徒の感想を一部紹介します。「園児たちが上手に茶摘みをしていた
のでよかったです」「幼い子と接するのは、あまりない機会だったので
貴重な体験だっ
た。園児たちの
元気な姿を見る
のは面白く、楽
しかったです」
「園児たちはと
て も 元 気 で、
こっちまで元気
を貰いました」
「茶摘み体験は、みんな時間いっぱいまで、楽しくできました」
　生徒たちは、今回の交流で保育園児に対しての愛情やいたわりを育
む心を身に着けてくれたと感じています。今後も、多くの体験学習を
通して社会に貢献できる力を身につけ、学校生活や進路実現につなげ
て欲しいと思います。
６月の校内販売所（みらい館）の開館日
２日（金）、６日（火）、９日（金）、13日（火）、16日（金）、20日（火）、23日
（金）、27日（火）、30日（金）　販売時間は、10時30分～15時30分です。
多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。
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広川町新代

野中　勝美

「三徳の家庭菜園」  ㊳
【大長ナス】～～焼きナスにすると絶品のナス～～

　ナスはインド東部を原産地として中国に渡り、さらに我が国には８世紀
頃に伝わったと言われています。我が国での栽培が古いため、多くの地方
独特の品種が見られます。大長ナスは、九州で主に生産される果長が 40
～ 45㎝になる大きく細長いナスです。その果肉は柔らかく品質は極上で、
焼くと美味しい焼き汁が沢山でて味は絶品。
　ナスは株間によって整枝法は異なり、
株間を45㎝程度にするならば主枝を３本、
60㎝程度だったら４本仕立てにします。
　ナスの枝は、花のついた直下のわき芽
が強く伸びる性質があるので、第１主枝
につく１番花の下の２本のわき芽を伸ば
すか、１番花をはさんで上下 2本のわき
芽を伸ばして第２と第３の主枝にします。
３本の主枝から出るわき芽は２枚の葉の
上に果実が着くので、その上に葉を１枚
残して摘芯します。そして、その果実収
穫の時にわき芽を１つ残して切り戻しま
す。それによって、上位のわき芽の発生
を促すとともに、切り返したわき芽にも
再び側枝を発生させ、ナスを収穫します。
　追肥は、苗を植え付けた１週間後に１
回目を行い、以降は半月おきを目安に化
成肥料を１㎡当たり 30 ～ 50g 株元から
離して施します。肥料切れと乾燥は、果
実の太りを鈍らせたり、不良果の原因と
なるので１番果収穫時より追肥と畝の乾
きに注意して、施肥とかん水に心掛けま
しょう。また、畝の水分安定を図り夏場
の地温を和らげるため、敷きわらやマル
チングをしておきます。

福岡県農業大学校
嘱託　林　三徳
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第 22 回八女茶で健康 平成29年度福岡県茶共進会（煎茶の部）の開催

　県茶共進会（煎茶の部）の審査は、
平成 29 年 5 月 18 日（木）に JA 全農
ふくれん茶取引センタ－（八女市亀の
甲）で行われました。開催目的は、八
女茶の品質向上と生産改善を図り、もっ
て本県茶業の発展に寄与するというも
ので、品評会と同様の内容です。主催
者は、県茶生産組合連合会と JA全農ふ
くれんで、関係市町、JA、県茶商工組
合等の後援を得て行われました。
　この行事は、国の第 57 回農林水産
祭参加行事として開催される権威のあ
るもので、1等 1席には農林水産大臣
賞が授与されます。
　出品は、県内から 142 点がありまし
た。審査は、県農林総試八女分場の古
庄分場長を審査長とし、審査員 12 名
で外観、香気、水色、味について行い、
順位を決定しました。1等 1席の農林水産大臣賞には、八女市上陽町
の樋口龍也氏、1等 2席には八女市忠見の（農）八女中央茶共同組合
青年部、1等3席には筑後市のマル永製茶　永松優次氏が輝かれました。
　今年は、気象条件等に恵まれたこともあり、特に味に旨味のある非
常に品質レベルの高い共進会となりました。
　入札会は平成 29年 5月 20日に同センタ－で行われ、1等 1席のお
茶が１kg 当たり 4万 2千 8百円で落札されました。　　　　
　入賞された方々の表彰式は、平成 30年 1月 23日（火）に「おりな
す八女」で執り行われます。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一

審査会（外観審査）

茶の入札会


